
第２０回 地域支え合い研究会 

〜地域情報交流会〜 
『地域支え合い研究会』は、これからの少子高齢化時代を見据え、誰もが支え合い居場所と役割

のある共生社会の実現を目指しています。医療・介護・福祉の専門機関、こども・若者支援者、

地域住民など多職種で情報交換しながら、地域のニーズ（困りごと）を探り、地域の力（社会資

源）を掘り起こし、実際に必要なサービスを創造してゆくことの成功事例を作り、宇都宮のモデ

ルにできることを期待しています。一緒に学んでくださる方の参加をお待ちしています。 

 

日 時 １０月２７日(土) 午後６時より 

場 所 西原コミュニティセンター２階 AB 会議室 
宇都宮市西原 2-5-42（西原小学校敷地内） 

参加費 ３００円 勉強会＆意見交換（軽食） 

連絡先 mail  sasaeaikenkyukai@gmail.com 
※メール・FAX 等で、参加表明頂けると助かります。当日参加も歓迎です。 

※次回案内:第２１回地域支え合い研究会 11/10(土)18:00∼ 西原コミセン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

発起人 村井邦彦（村井クリニック院長）  

        福田智恵（090-1794-1221）事務局 

 

第２０回 地域支え合い研究会申込書  （FAX to．028-638-2177事務局） 
お名前 

 

電話 

 

FAX 

ご所属 

 

ご住所 メール 

 

 
記入された個人情報は「地域支え合い研究会」の参加取りまとめ及び開催通知以外で、利用することはありません。 

  

演題 「マルトリートメント と 子どもの発達障がい」 

講師 柳澤邦夫氏 上三川町立上三川小学校長、元厚生労

働省雇用均等･児童家庭局児童健全育成専門官 
子どもの健全な発達を阻害する不適切な養育のことを「マルトリートメント」

と呼びます。マルトリートメントによって、子どもの脳は物理的に傷つき、その

結果、愛着障がいや発達障がいを引き起こすことも分かってきました。 

さらに近年、「発達障害の原因と発症メカニズム」という理論を発表されるまで

研究がなされています。なぜ、子どもの愛着障がい・発達障がいが増えてきてい

るのでしょうか。そして、大人のどんな行動が「マルトリートメント」になるの

でしょうか。みんなでかんがえていきましょう。専門研究者の理論・研究論文等

を御紹介させていただきたいと思います。 

意見交換  

 

mailto:sasaeaikenkyukai@gmail.com

